
総
理
府

証
券
業
協
会
の
外
務
員
登
録
事
務
等
に
関
す
る
命
令
（
平
成
十
年

令
第
五
号
）

大
蔵
省

改

正

後

改

正

前

（
協
会
の
外
務
員
登
録
事
務
）

（
協
会
の
外
務
員
登
録
事
務
）

第
一
条

証
券
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。

第
一
条

証
券
取
引
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
十
四
条
の
五
第
一
項
の
規
定

）
第
六
十
四
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
証
券
業
協
会
（
以
下
「
協
会
」
と

に
基
づ
き
、
証
券
業
協
会
（
以
下
「
協
会
」
と
い
う
。
）
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

い
う
。
）
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
登
録
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
当
該
協
会
に
所

登
録
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
当
該
協
会
に
所
属
す
る
協
会
員
に
係
る
も
の
を
行
わ

属
す
る
協
会
員
に
係
る
も
の
を
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。

せ
る
も
の
と
す
る
。

一

法
第
六
十
四
条
第
三
項
（
法
第
六
十
五
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

一

法
第
六
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
申
請
書
の
受
理

合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
登
録
申
請
書
の
受
理

二

法
第
六
十
四
条
第
五
項
（
法
第
六
十
五
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

二

法
第
六
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
登
録

合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
登
録

三

法
第
六
十
四
条
第
六
項
並
び
に
法
第
六
十
四
条
の
二
第
二
項
及
び
第
六
十
四
条

三

法
第
六
十
二
条
第
六
項
並
び
に
法
第
六
十
三
条
第
二
項
及
び
第
六
十
四
条
の
三

の
五
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
六
十
五
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知

る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

通
知

四

法
第
六
十
四
条
の
二
第
一
項
（
法
第
六
十
五
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す

四

法
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
拒
否

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
拒
否

五

法
第
六
十
四
条
の
二
第
二
項
（
法
第
六
十
五
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す

五

法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

よ
る
審
問



審
問

六

法
第
六
十
四
条
の
四
（
法
第
六
十
五
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

六

法
第
六
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

七

法
第
六
十
四
条
の
五
第
一
項
（
法
第
六
十
五
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す

七

法
第
六
十
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
取
消
し
及
び
職
務
の
停
止

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
取
消
し
及
び
職
務
の
停
止
の
命
令

の
命
令

八

法
第
六
十
四
条
の
五
第
二
項
（
法
第
六
十
五
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す

八

法
第
六
十
四
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
聴
聞

る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

聴
聞

九

法
第
六
十
四
条
の
六
（
法
第
六
十
五
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

九

法
第
六
十
四
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
抹
消

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
抹
消

（
財
務
局
長
等
へ
の
届
出
）

（
財
務
局
長
等
へ
の
届
出
）

第
二
条

協
会
は
、
法
第
六
十
四
条
の
七
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す

第
二
条

協
会
は
、
法
第
六
十
四
条
の
五
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
、
当
該
外
務
員
の
所
属
す
る
協

る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
、
当
該
外
務
員
の
所
属
す
る
協

会
員
の
営
業
所
又
は
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
財
務
局
長
（
当
該
所
在
地
が
福

会
員
の
営
業
所
又
は
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
財
務
局
長
（
当
該
所
在
地
が
福

岡
財
務
支
局
の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
福
岡
財
務
支
局
長
）
に
提

岡
財
務
支
局
の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
福
岡
財
務
支
局
長
）
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
外
務
員
の
所
在
す
る
協
会
員
の
商
号
又
は
名
称
及
び
営
業
所
又
は
事
務
所

一

当
該
外
務
員
の
所
在
す
る
協
会
員
の
商
号
又
は
名
称
及
び
営
業
所
又
は
事
務
所

の
名
称

の
名
称

二

当
該
外
務
員
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

二

当
該
外
務
員
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

三

処
理
し
た
登
録
事
務
の
内
容
及
び
処
理
し
た
年
月
日

三

処
理
し
た
登
録
事
務
の
内
容
及
び
処
理
し
た
年
月
日

四

前
号
に
掲
げ
る
登
録
事
務
の
内
容
が
職
務
の
停
止
の
命
令
又
は
登
録
の
抹
消
で

四

前
号
に
掲
げ
る
登
録
事
務
の
内
容
が
職
務
の
停
止
の
命
令
又
は
登
録
の
抹
消
で

あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
理
由

あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
理
由



（
協
会
設
立
の
認
可
申
請
書
の
添
付
書
類
）

（
協
会
設
立
の
認
可
申
請
書
の
添
付
書
類
）

第
三
条

法
第
六
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
総
理
府
令
・
大
蔵
省
令
で
定
め
る
書
類

第
三
条

法
第
六
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
総
理
府
令
・
大
蔵
省
令
で
定
め
る
書
類

は
、
役
員
の
履
歴
書
、
住
民
票
の
抄
本
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
面
及
び
そ
の
者
が
法

は
、
役
員
の
履
歴
書
、
住
民
票
の
抄
本
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
面
及
び
そ
の
者
が
法

第
二
十
八
条
の
四
第
九
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
規
定
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
誓
約
す
る

第
三
十
二
条
第
四
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
規
定
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

書
面
と
す
る
。

と
す
る
。

（
あ
っ
せ
ん
委
員
の
欠
格
事
由
）

第
四
条

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
法
第
七
十
九
条
の
十
六
の
二
第
二
項
に

規
定
す
る
あ
っ
せ
ん
委
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一

禁
治
産
者
若
し
く
は
準
禁
治
産
者
又
は
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者

二

こ

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
り
、
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る

こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者

三

公
務
員
と
し
て
免
職
の
懲
戒
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
二
年
を
経
過

し
な
い
者

四

裁
判
官
と
し
て
裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
の
罷
免
の
裁
判
を
受
け
た
者

五

弁
護
士
と
し
て
除
名
の
懲
戒
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
三
年
を
経
過

し
な
い
者

六

公
認
会
計
士
又
は
税
理
士
と
し
て
登
録
ま
っ
消
、
業
務
禁
止
又
は
登
録
消
除
の

懲
戒
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い
者

（
あ
っ
せ
ん
委
員
の
特
別
の
利
害
関
係
）

第
五
条

法
第
七
十
九
条
の
十
六
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
事
件
の
当
事
者
と
特
別
の



利
害
関
係
の
な
い
者
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
を
い
う
。

一

本
人
又
は
そ
の
配
偶
者
若
し
く
は
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
が
、
事
件
の
当
事
者
で

あ
る
と
き
。

二

本
人
が
事
件
の
当
事
者
の
四
親
等
内
の
血
族
、
三
親
等
内
の
姻
族
若
し
く
は
同

居
の
親
族
で
あ
る
と
き
、
又
は
あ
っ
た
と
き
。

三

本
人
が
事
件
の
当
事
者
の
後
見
人
、
後
見
監
督
人
又
は
保
佐
人
で
あ
る
と
き
。

四

本
人
が
事
件
に
つ
い
て
当
事
者
の
代
理
人
又
は
補
佐
人
で
あ
る
と
き
、
又
は
あ

っ
た
と
き
。

五

本
人
が
当
事
者
か
ら
役
務
の
提
供
に
よ
り
収
入
を
得
て
い
る
と
き
、
又
は
得
な

い
こ
と
と
な
っ
た
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い
と
き
。

（
あ
っ
せ
ん
を
行
わ
な
い
場
合
の
書
面
の
通
知
）

第
六
条

協
会
は
、
あ
っ
せ
ん
委
員
が
法
第
七
十
九
条
の
十
六
の
二
第
二
項
た
だ
し
書

の
規
定
に
よ
り
あ
っ
せ
ん
を
行
わ
な
い
も
の
と
し
た
と
き
は
、
当
事
者
に
対
し
、
遅

滞
な
く
、
書
面
を
も
っ
て
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
標
準
処
理
期
間
）

（
標
準
処
理
期
間
）

第
七
条

大
蔵
大
臣
及
び
内
閣
総
理
大
臣
又
は
大
蔵
大
臣
及
び
金
融
監
督
庁
長
官
は
、

第
四
条

大
蔵
大
臣
及
び
内
閣
総
理
大
臣
又
は
大
蔵
大
臣
及
び
金
融
監
督
庁
長
官
は
、

法
第
六
十
八
条
第
二
項
、
法
第
七
十
四
条
第
二
項
及
び
法
第
七
十
九
条
の
十
八
第
二

法
第
六
十
八
条
第
二
項
、
法
第
七
十
四
条
第
二
項
及
び
法
第
七
十
九
条
の
十
八
第
二

項
の
認
可
に
関
す
る
申
請
が
そ
の
事
務
所
に
到
達
し
て
か
ら
一
月
以
内
に
、
当
該
申

項
の
認
可
に
関
す
る
申
請
が
そ
の
事
務
所
に
到
達
し
て
か
ら
一
月
以
内
に
、
当
該
申

請
に
対
す
る
処
分
を
す
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
期
間
に
は

請
に
対
す
る
処
分
を
す
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
期
間
に
は

、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
期
間
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
期
間
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

一

当
該
申
請
を
補
正
す
る
た
め
に
要
す
る
期
間

一

当
該
申
請
を
補
正
す
る
た
め
に
要
す
る
期
間



二

当
該
申
請
を
し
た
者
が
当
該
申
請
の
内
容
を
変
更
す
る
た
め
に
要
す
る
期
間

二

当
該
申
請
を
し
た
者
が
当
該
申
請
の
内
容
を
変
更
す
る
た
め
に
要
す
る
期
間

三

当
該
申
請
を
し
た
者
が
当
該
申
請
に
係
る
審
査
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
資
料
を

三

当
該
申
請
を
し
た
者
が
当
該
申
請
に
係
る
審
査
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
資
料
を

追
加
す
る
た
め
に
要
す
る
期
間

追
加
す
る
た
め
に
要
す
る
期
間

附

則

こ
の
命
令
は
、
金
融
シ
ス
テ
ム
改
革
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

の
施
行
の
日
（
平
成
十
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。


